
第 1章 序 論

平 成 9 年 12 月 、 我 が 国 にお い て 地 球 温 暖 化 防止 京 都 会 議 が 開催 され た 。 しか し、

先 進 国 は経 済 効 果 の 低 迷 を 招 くと して 、 発 展 途 上 国 は発 展 進 行 が妨 害 され る と して 、

各 国 と も 自国 の み の 利 益 を尊 重 した 内容 を 提 案 した。 そ の た め 、 この会 議 で の 決定 内

容 は地 球 温 暖 化 防止 対 策 と して 最 善 な もの と は言 え な い。

温 暖化 防止 の対 策 方 法 の 1 つ と して二 酸 化 炭 素 の 排 出量 削減 が挙 げ られ 、 その方 法

と して は、 植 物 に よ る光 合 成 に よ る 自然 浄 化 、 原 子 力 発 電 、 化 石 燃 料 の 燃 焼 量 削減 な

どが あ る。 しか し、 これ らの方 法 に は多 くの 問題 が あ る。 植 物 に よ る光 合 成 は二酸 化

炭 素 の 吸 収 量 に限界 が あ り、原 子 力 発 電 は放 射 性 物 質 を利 用 す る際 の安 全 性 、 化 石 燃

料 は埋 蔵 量 に 限 りが あ る こ とで あ る。

そ こで 、 燃 料 補 給 を 必 要 とせ ず 、 二 酸 化 炭 素 を排 出 しな い と言 う特 長 を 持 つ 太 陽 光

エ ネル ギ の利 用 方 法 につ い て世 界 各 地 で様 々な試 み が行 わ れ て い る。 そ の 中で も、 太

陽光 エ ネ ル ギ を水 上 交 通 機 械 の 動 力 源 と して 応 用 す る ソー ラ ー ボ ー トは実 用 化 に向 け

て期 待 が寄 せ られ て お り、 近 年 各 地 で大 会 が 開催 され るな ど 関心 が 高 ま って い る。

ソー ラー ボ ー トは幾 つ か の大 学 や企 業 で 研 究 され て い るが 、 どれ も試 行 錯 誤 の域 を

越 え て い な い 段 階 で 、 未 だ研 究 の余 地 を 多 く残 して い る。 太 陽 電 池 や モ ー タ とい った

部 品 は現 状 に お い て 既 に完 成 と言 って い い段 階 だ が 、 これ らの能 力 を完 全 に利 用 す る

技 術 は ま だ完 成 とは言 え な い。

本 研 究 は、 平 成 8 年 度 に本 学 で 製 作 した競 技 用 ソー ラ ー ボ ー ト 「ゴ ー ル デ ンイ ー

グル Ⅲ」(以 下 ゴール デ ンイ ー グル とす る ) にお い て 、 マ イ コ ン制 御 に よ るモ ー タ ・コ

ン トロ ー ラの 設 計 ・製 作 、 バ ッテ リの 性 能 試 験 を 行 い 、 電 力 制 御 方 法 お よ び 自動 航 行

システ ム 開発 の必 要 性 につ いて 考 察 し、 限 られ た エ ネ ル ギ を 有 効 利 用 す るた め の方 法

を 提 言 す る。

本 論 文 は、 7 章 か ら構 成 され て い る。

第 1 章 は序 論 で あ る。

第 2 章 で は、大 会 規 則 を考 慮 した ソー ラー ボー トの 基 本 設 計 お よ び使 用 した 部 品 、

機 構 等 につ い て説 明す る。

第 3 章 で は 、 実 際 の使 用 条 件 で の モ ー タ の 制 御 回路 を設 計 し、 そ の 回路 保 護 方法

等 につ いて説 明す る。

第 4 章 で は、 補 助バ ッテ リの 性 能 試 験 を 独 自の 方 法 で行 い 、 そ の 試 験 結 果 よ り残

存 容 量 の求 め 方 を考 察 す る。

第 5 章 で は 、 マ イ コ ン制 御 に よ る電力 制 御 を可 能 と し、 自動 航 行 シス テ ム を 構 築

す るた め の プ ログ ラ ム を 制 作 す る。

第 6 章 で は 、海 上 自走 試 験 を行 い 、 自動 航 行 シス テ ムの 有 効 性 を 高 め る。

第 7 章 で は 、本 研 究 で得 られ た成 果 を ま とめ 、 結 論 とす る。


